







































































を明らかにした。第5章では、色彩語に関する先行研究として普遍主義的観点に基づく Berlin& Kay (1969) 






black (黒)、 dark(閤)、 blue(青)の具体的意味と抽象的意味の派生関係を例証した。第8章の前半では、









した。フランス語については、ロマン主義の時代に「悲観jや f気の滅入り jを表すものとして英語の blue
devils/diables bleusが借入されたが、その後すぐに廃用となっており、その替わり、黒が「悲観jや「気の
滅入りJを表すものとして定着するようになる過程を明らかにした。 20世紀になり、フランス語は英語の























体に依存している。その意味でも、 Berlin& KayおよびKay& McDanielの「焦点色および色知覚そのものが
基本的色彩語の意味であるjという論調は強すぎる主張である、各言語・文化共同体に属する主体の集まり
が経験を解釈し直したものこそが、色彩語の真の意味であると見なすべきである。
本論文は、人間が世界で行う経験を解釈するのは人間自身であり、その解釈の仕方は各個別言語共同体・
各文化共向体によって異なる可能性があり、人間が同じ身体的基盤を有し一般認知能力においては同じ道具
立てをもっているものの、経験を意味づけるのは各共同体の主体の総意(荷主観性)となることが論証され
た。
審査の結果の要旨
比喰表現が誕生する際に人間の身体と人を取り囲む環境がいかにかかわってくるかがこの論文の主題目で
ある。この主張を展開するための事例研究として、個々の具体的な細かな議論は、その一つ一つがきわめて
興味深い輪郭のはっきりしたものとなっている。比喰の本質あるいは比轍表現発生のメカニズムには幅広い
現象が縦横無尽に関わってくる。この現象を網羅的に考察しようとすると、かなり細かいところまでさまざ
まの分析に枝葉を広げていく必要がある。その際、太い幹は枝葉にともすれば隠れそうになるが、読者がそ
の主張の大筋を見失うことがないよう、さらに、読者が十分に太い幹に添って読み進められるような論文構
成が工夫されている。
人間と環境の地平の先に地続きで比喰が発生するという本論文の主張の中心は高く評価されるべきもので
ある。メタファー、メトニミ一、シネクドキのよヒ喰の仕組みに加えて、その機能としてどントを合わせる・
ずらすという概念が導入されている。その用語を今後より洗練させていく必要はあるであろうが、比磁の機
能を社会言語学的要請に収数させていく言語使用は確かに存在しているのであるから、今後の発展が期待さ
れる。
比職表現の発生はきわめて自由に行われているという印象を受けることがあるが、それは関違いであり、
一見自由に見えていても、人間の身体や人間を取り巻く環境の影響を強く受けている。そういう考えをさら
に進めて、人間の身体とそれを取り巻く環境を連続したものと考えその地平の先に地続きのものとして発生
する比喰表現という主張は、従来の比喰発生の考え方に一石を投じるものとなっている。意欲的に収集され
た事例には興味深いものが多く含まれており、主張と共に細部が記憶に残る論考となっており十分に評価で
きる論文である。
平成24年2月17日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、著者が「人
文社会科学研究科論文審査等実施細則J第 10条 (1)に該当することから免除し、審議の結果、審査委員全
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員一致で合格と判定された。
よって著者は、博士(言語学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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